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農作物の残留農薬の多成分一斉分析および LC-MS/MSを用いた分析における試料由来の影響とその補正法の紹介

は　じ　め　に

農作物を効率的・安定的に生産するためには，病害虫
や雑草などの発生を適切に管理することは重要であり，
農薬の利用はこれらの管理の省力化に有用である。施用
された農薬は，日光による分解，降雨や散水による流亡，
農作物や微生物による代謝などにより農作物から徐々に
減少する（FENNER et al., 2013）。施用された農薬の一部
は，農作物表面に付着している場合があるだけでなく，
表面や根から浸透・吸収されて農作物内に含まれている
場合がある。したがって，農作物の残留農薬分析では表
面だけを測定する非破壊検査ですべての残留量を把握す
ることは難しく，一定量の農作物を磨砕し均一化したも
のを試料とする必要がある。分析の主な流れは，まず試
料から農薬を有機溶媒などで抽出し，次に抽出工程で農
薬と共に抽出された農作物に含まれる色素，糖分および
ビタミンなどの構成物（以降，夾雑物とする）を精製工
程で取り除き，精製した試料溶液中の農薬濃度を測定装
置により算出する。（図―1）。精製工程が不十分であった
場合は，除去しきれなかった夾雑物が測定時に農薬の検
出に影響を及ぼすことがあり，この現象はマトリックス
効果とよばれる。本稿では残留農薬分析の意義や種類，
マトリックス効果とその対策法を紹介する。

I　残留農薬分析の意義

農作物を対象とした残留農薬分析は，主に農薬取締法
や食品衛生法に基づいて実施され，目的に応じて大きく
3種類に分類できる。一つ目は，農薬取締法に基づく農
薬の登録（あるいは適用拡大）のための作物残留試験で
ある。この試験は供試作物に登録予定の農薬製剤を計画

的に施用した後，供試作物に含まれる有効成分（および/

またはその主要な代謝物）の最大濃度や減衰のデータを
得るために実施される。これらのデータを基に，後記す
る農薬の残留基準値や農薬製剤の使用規格（施用できる
量や回数，収穫前日数）などが検討される。二つ目は，
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前処理
• 試料から土や変質葉などを除去
• 分析対象部位をミキサーなどで
磨砕均一化

抽出
• 試料を測り取る
• 有機溶媒などを加えて，試料か
ら農薬を溶出させる

測定
• 精製した溶液を必要に応じて濃
縮や希釈し，分析装置にかける

精製
• ろ過で試料残渣を取り除く
• 抽出の工程で農薬とともに溶出
した夾雑物を除去する
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土など

解析
• 測定結果を確認し，試料中残留
農薬の濃度を算出する

図－1　残留農薬分析の主な流れ
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